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Optos® California を用いてフルオレセイン蛍光眼底造影（以下 FA）、ICGA 同時撮影を
行った連続症例を対象に後ろ向きに検討を行った。網膜・脈絡膜に病的所見を認めない 11












管密度は全体が 34.26±0.77% 、上方31.37±0.97%、下方 36.98±0.88%、後極部 37.01±1.44%、
周辺部 34.17±0.77%であった。CSC 眼において、脈絡膜血管密度は有意に高かった（それ
ぞれ 36.46±0.49%、34.02±0.97%、38.65±0.27%、41.04±0.82%、36.36±0.51%）。 
結論 
超広角 ICGA 画像の二値化により、脈絡膜血管構造をより明瞭化し、脈絡膜血管密度や
血管径を高い再現性・反復性で定量できる方法を開発した。今後、様々な網膜脈絡膜疾患
の診断、治療、病態解明への有用性が期待される。 
